
本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し

政

令

令和年月日 水曜日 第号官 報




（
法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
承
諾
に
関
す
る
手
続
等
）

第
二
条

法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
承
諾
は
、
賃
貸
住
宅
管
理
業
者
が
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
承
諾
に
係
る
賃
貸
住
宅
の
賃
貸
人
に
対
し
同
項
の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
方
法
に
よ
る

提
供
に
用
い
る
電
磁
的
方
法
の
種
類
及
び
内
容
を
示
し
た
上
で
、
当
該
賃
貸
住
宅
の
賃
貸
人
か
ら
書
面
又
は
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

も
の
（
次
項
並
び
に
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
「
書
面
等
」
と
い
う
。）に
よ
っ
て
得
る
も
の
と
す
る
。

◇
賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の

施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
政
令
第
一
四
二
号
）（
国
土

交
通
省
）

賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

（
令
和
二
年
法
律
第
六
〇
号
）
附
則
第
一
条
に
掲
げ
る
規

定
の
施
行
期
日
は
、
令
和
三
年
六
月
一
五
日
と
す
る
こ
と

と
し
た
。

◇
賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
一
四
三
号
）

（
国
土
交
通
省
）

１

賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
条
第
五
項
の
政
令
で
定

め
る
額
は
、
一
万
八
、
七
〇
〇
円
（
電
子
情
報
処
理
組

織
を
使
用
し
て
法
第
三
条
第
二
項
の
登
録
の
更
新
の
申

請
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
万
八
、
〇
〇
〇
円
）

と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

法
第
一
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
承
諾
は
、
賃
貸

住
宅
管
理
業
者
が
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
承
諾
に
係
る
賃
貸
住
宅

の
賃
貸
人
に
対
し
同
項
の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
方
法
に

よ
る
提
供
に
用
い
る
電
磁
的
方
法
の
種
類
及
び
内
容
を

示
し
た
上
で
、
当
該
賃
貸
住
宅
の
賃
貸
人
か
ら
書
面
又

は
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情

報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
も
の
（
３
に
お
い
て
「
書
面
等
」
と
い

う
。）に
よ
っ
て
得
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
一
項
関

係
）

３

賃
貸
住
宅
管
理
業
者
は
、
２
の
承
諾
を
得
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
当
該
承
諾
に
係
る
賃
貸
住
宅
の
賃
貸
人
か

ら
書
面
等
に
よ
り
法
第
一
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
を
受
け
な
い
旨
の
申
出
が

あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
を
し

て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
当
該
申
出
の

後
に
当
該
賃
貸
住
宅
の
賃
貸
人
か
ら
再
び
２
の
承
諾
を

得
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
二

条
第
二
項
関
係
）

４

こ
の
政
令
は
、
法
附
則
第
一
条
に
掲
げ
る
規
定
の
施

行
の
日
（
令
和
三
年
六
月
一
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
こ

と
と
し
た
。

◇
化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令（
政
令
第
一
四
四
号
）

（
経
済
産
業
省
）

１

第
一
種
特
定
化
学
物
質
と
し
て
、
二
・
二
・
二

ト

リ
ク
ロ
ロ

一

（
二

ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）

一

（
四

ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
エ
タ
ノ
ー
ル
及
び
ペ
ル
フ

ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
酸
（
別
名
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
）
又
は
そ
の
塩

を
追
加
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

第
一
種
特
定
化
学
物
質
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に

輸
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
製
品
と
し
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

又
は
そ
の
塩
に
つ
い
て
、
耐
水
性
能
又
は
耐
油
性
能
を

与
え
る
た
め
の
処
理
を
し
た
紙
等
を
定
め
る
こ
と
と
し

た
。（
第
七
条
関
係
）

３

技
術
上
の
基
準
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
第
一
種

特
定
化
学
物
質
が
使
用
さ
れ
て
い
る
製
品
と
し
て
、
当

分
の
間
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
又
は
そ
の
塩
に
つ
い
て
、消
火
器
、

消
火
器
用
消
火
薬
剤
及
び
泡
消
火
薬
剤
を
定
め
る
こ
と

と
し
た
。（
原
始
附
則
第
三
項
関
係
）

４

こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
一
〇
月
二
二
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
港
則
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
一

四
五
号
）（
国
土
交
通
省
）

１

志
津
川
港
、
益
田
港
、
浜
田
港
及
び
宇
部
港
の
区
域

を
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
第
一
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
四
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

政
令
第
百
四
十
三
号

賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
六
十
号
）
第
三
条
第
五
項
及
び

第
十
三
条
第
二
項
（
同
法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制

定
す
る
。

賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
令
和
二
年
政
令
第
三
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

本
則
第
一
項
中
「
賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
」、「
」
と
い
う
。）」
及
び
「
書
面

又
は
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
」
を
削
り
、
本
則
を
第
三
条
と
し
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て「（
法
第
三
十
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
承
諾
に
関
す
る
手
続
等
）」を
付
し
、
同
条
の
前
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
賃
貸
住
宅
管
理
業
者
の
登
録
の
更
新
の
手
数
料
）

第
一
条

賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
条
第
五
項
の
政
令
で
定

め
る
額
は
、
一
万
八
千
七
百
円
（
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律

第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
法
第
三
条
第

二
項
の
登
録
の
更
新
の
申
請
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
万
八
千
円
）
と
す
る
。

賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
四
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

政
令
第
百
四
十
二
号

賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
六
十
号
）
附
則
第
一
条
本
文
の

規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
令
和
三
年
六
月
十
五
日
と
す
る
。

総
務
大
臣

武
田

良
太

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉





第
七
条
の
表
十
六
の
項
下
欄
第
二
号
及
び
十
七
の
項
下
欄
第
二
号
中
「
調
整
添
加
剤
」
を
「
調
製
添
加
剤
」に
改
め
、

同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

十
八

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
又
は
そ
の

塩

一

耐
水
性
能
又
は
耐
油
性
能
を
与
え
る
た
め
の
処
理
を
し
た
紙

二

は
つ
水
性
能
又
は
は
つ
油
性
能
を
与
え
る
た
め
の
処
理
を
し
た
生
地

三

洗
浄
剤

四

半
導
体
の
製
造
に
使
用
す
る
反
射
防
止
剤

五

塗
料
及
び
ワ
ニ
ス

六

は
つ
水
剤
及
び
は
つ
油
剤

七

接
着
剤
及
び
シ
ー
リ
ン
グ
用
の
充
塡
料

八

消
火
器
、
消
火
器
用
消
火
薬
剤
及
び
泡
消
火
薬
剤

九

ト
ナ
ー

十

は
つ
水
性
能
又
は
は
つ
油
性
能
を
与
え
る
た
め
の
処
理
を
し
た
衣
服

十
一

は
つ
水
性
能
又
は
は
つ
油
性
能
を
与
え
る
た
め
の
処
理
を
し
た
床
敷
物

十
二

床
用
ワ
ッ
ク
ス

十
三

業
務
用
写
真
フ
ィ
ル
ム

附
則
第
三
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
又
は
そ
の
塩

消
火
器
、
消
火
器
用
消
火
薬
剤
及
び
泡
消
火
薬
剤

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
十
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

経
済
産
業
大
臣

梶
山

弘
志

環
境
大
臣

小
泉
進
次
郎

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

令和年月日 水曜日 第号官 報

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
四
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

政
令
第
百
四
十
四
号

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
条
第

二
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
二
百
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
十
四
号
中
「
二
・
二
・
二

ト
リ
ク
ロ
ロ

一
・
一

ビ
ス
（
四

ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
エ
タ
ノ
ー
ル
」

を
「
二
・
二
・
二

ト
リ
ク
ロ
ロ

一

（
二

ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）

一

（
四

ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
エ
タ
ノ
ー

ル
又
は
二
・
二
・
二

ト
リ
ク
ロ
ロ

一
・
一

ビ
ス
（
四

ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
エ
タ
ノ
ー
ル
」
に
改
め
、
同
条
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
四

ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
酸
（
別
名
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
。
以
下
「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
」
と
い
う
。）又
は
そ
の
塩

２

賃
貸
住
宅
管
理
業
者
は
、
前
項
の
承
諾
を
得
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
承
諾
に
係
る
賃
貸
住
宅
の
賃
貸
人
か
ら

書
面
等
に
よ
り
法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
を
受
け
な
い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
と

き
は
、
当
該
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
申
出
の
後
に
当
該
賃
貸
住
宅
の
賃
貸

人
か
ら
再
び
前
項
の
承
諾
を
得
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

附
則
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
経
過
措
置
）

２

法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
十
三
条
及
び
第
十
四
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
二

条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
賃
貸
住
宅
管
理
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

者
を
賃
貸
住
宅
管
理
業
者
と
み
な
す
。

附
則
第
三
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
六
月
十
五
日
）
か
ら

施
行
す
る
。
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港
則
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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令
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三
年
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政
令
第
百
四
十
五
号

港
則
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
港
則
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

港
則
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
二
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
北
海
道
の
部
苫
小
牧
の
項
中
「
六
・
七
メ
ー
ト
ル
」
を
「
六
・
六
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
宮
城
県
の
部
志
津
川
の
項
中
「
本
浜
橋
」
を
「
曙
橋
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
石
川
県
の
部
七
尾
の
項
中
「
能
登
島
灯
台
」
を
「
能
登
島
指
向
灯
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
島
根
県
の
部
益
田
の
項
中
「
中
ノ
島
と
同
市
高
津
」
を
「
中
島
町
と
同
市
高
津
八
丁
目
」
に
、「
高
角
橋
」

を
「
鴨
島
大
橋
」
に
改
め
、
同
部
浜
田
の
項
中
「
新
橋
」
を
「
亀
山
橋
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
岡
山
県
の
部
水
島
の
項
中
「
水
島
港
玉
島
乙
島
防
波
堤
灯
台
（
北
緯
三
四
度
三
一
分
二
二
秒
東
経
一
三
三

度
四
一
分
二
七
秒
）
か
ら
〇
度
七
五
メ
ー
ト
ル
」
を
「
水
島
港
八
幡
防
波
堤
灯
台
（
北
緯
三
四
度
三
〇
分
五
〇
秒
東
経

一
三
三
度
三
九
分
五
四
秒
）
か
ら
六
五
度
三
〇
分
二
、
五
九
〇
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
山
口
県
の
部
宇
部
の
項
中
「
二
八
〇
度
」
を
「
二
七
五
度
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
愛
媛
県
の
部
北
条
の
項
中「
北
条
港
灯
台（
北
緯
三
三
度
五
八
分
三
三
秒
東
経
一
三
二
度
四
六
分
一
五
秒
）」

を
「
鹿
島
三
角
点
（
一
一
四
メ
ー
ト
ル
）（
北
緯
三
三
度
五
八
分
二
六
秒
東
経
一
三
二
度
四
五
分
四
九
秒
）
か
ら
七
一
度

三
〇
分
六
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
高
知
県
の
部
宿
毛
湾
の
項
中
「
宿
毛
湾
港
大
島
灯
台
（
北
緯
三
二
度
五
五
分
六
秒
東
経
一
三
二
度
四
一
分

一
六
秒
）」を
「
同
三
角
点
か
ら
二
八
八
度
一
、
二
一
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
鹿
児
島
県
の
部
喜
入
の
項
中
「
Ｊ
Ｘ
喜
入
石
油
基
地
船
だ
ま
り
東
防
波
堤
灯
台
」
を
「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
喜
入

基
地
船
だ
ま
り
東
防
波
堤
灯
台
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉




